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１．  問題  
 
（１）  自閉症スペクトラム障害  




た。また 1944 年、オーストリアの小児科医の Hans Asperger は、Kanner の
報告した幼児らと共通点の見られる一群の子ども達の行動（症状）について「自
閉的精神病」と名付けて報告をしており、 1981 年にイギリスの Lorna Wing
によって英訳された Asperger の論文によって、高機能自閉症の存在が彼らの
持つ特徴と共に広く知られるようになった。  






























（ AD/HD） な ど を も 含 め 、 広 汎 性 発 達 障 害 （ Pervasive Developmental 
Disorders：PDD）の名称が多く使われてきており、本研究では対象児の所属
する NPO 法人との総称一致のため、彼らを PDD と称することにする。  
 
（２）  発達支援のための療育活動  
PDD 児者は、アメリカの精神医学会の診断統計マニュアルである DSM





ため PDD 児を対象とした療育活動の中でも、特に Social Skil l Training（社











有効であることが複数報告されている（足立、 2005；武藏、 2011）。  
 




























 アサーションは 1950 年代にアメリカの行動療法の中で考案された技法であ
り、対人関係に困難を抱える人、自身の思いを表現することに困難を抱えてい





















































（５）  サンデ・アルデ  
 サンデ・アルデとは、関西福祉科学大学櫻井研究室の活動の一環である、A
県高機能自閉症児者の会に所属する小学 4 年生から中学 3 年生までの子ども達
を対象とした、月 1 度の集団療育活動である。同様に小学 3 年生以下の子ども
達グループ、高校生以上の青年グループが同様に活動をしている。活動は 6 月
から開始し翌年 3 月まで年間 10 回行われ、その内 4 回は全グループでの合同
プログラムである。各プログラムは参加者の障害特性を活かすことや、自尊心
の向上などを目的に定められている。  
 2011 年度のサンデ・アルデの参加者は 15 名であり、その内 14 名の男女に
はアスペルガー症候群や高機能自閉症など広汎性発達障害の診断がついており、
内 1 名は発達障害の傾向が見られる同胞である（表 1）。  









表 1 2011 年度  サンデ・アルデ参加者  
 小学 4 年  小学 5 年  小学 6 年  中学 2 年  中学 3 年  合計  
男児  2 名  3 名  2 名  2 名  2 名  11 名  
女児  1 名  1 名   1 名  1 名  4 名  
合計  3 名  4 名  2 名  3 名  3 名  15 名  
 
表 2 2011 年度  サンデ・アルデ活動内容  
６月  自己紹介、グループ紹介、運動ゲーム  
７月  クイズゲーム、運動ゲーム、アンケート  
８月  合同プログラム（ゲームウォークラリー、コラージュ、ペットボト
ルロケット）  
９月  学祭フリーマーケット店名決め、看板作成  
１０月  デイキャンプ（カレー調理、ゲーム大会）  
１１月  学祭（フリーマーケット店番、模擬店めぐり）  
１２月  クリスマス会（ゲーム大会）  
１月  学祭打ち上げ（お買いもの）、運動ゲーム  
２月  合同プログラム準備（お店決め、看板作成）、運動ゲーム    予定  
３月  合同プログラム（お店番、店舗めぐり）           予定  
 






























































２．  対象  
 2011 年度のサンデ・アルデに参加している PDD の診断を持つ、小学 4 年生
から中学 3 年生までの 15 名の内、調査日に参加をしていた 14 名（男子 11 名、
女子 3 名）を対象とした。  
サンデ・アルデ PDD 群の平均月年齢は 147.5 歳（ range=112-180）であり、
WISC-Ⅲによって測定された IQ 平均値は 100.00（SD=16.09、range=79-129）、
言語性 IQ 平均値は 103.33(SD=15.24、range=74-129)であった。また群指数
の言語理解平均値は 105.00（SD=15.24、 range=79-130）であった。  
 
３．  調査日程・方法  





４．  調査内容  
友人に関するアンケート  

















てもらい、必ずしも 3 つ記入しなくて良いことを伝えた。  
 
表 3 好き・嫌いな理由語群  
好きな理由  
いっしょに  いると  ほっとするから  
いっしょに  いると  楽しいから  
ずっと  友だちで  いれると  思うから  
何でも  話すことが  できるから  
困っていると  助けてくれるから  
私 /ぼくを  仲間に  入れてくれるから  
いっしょに  いると  勉強になるから  
いっしょにいる  時間が  大切だと  思うから  
嫌いな理由  
いっしょに  いると  イライラするから  
いっしょに  いても  退屈だから  
ずっとは  友達では  いたくないと  思うから  
一緒に  喜びたいとは  思わないから  
困っていても  助けてくれないから  
私 /ぼくを  仲間に  入れてくれないから  
いっしょに  いても  何も学べないから  
大人になったら  忘れると  思うから  
 
P－Fスタディ  







る（表 4）。それらを記号化、数値化することで他者との比較を可能にしている。  
 
 
表 4 P-F スタディの反応分類  
アグレッションの  








E-A（他責）  他責逡巡反応  他罰反応  他責固執反応  
I-A（自責）  自責逡巡反応  自罰反応  自責固執反応  
M-A（無責）  無責逡巡反応  無罰反応  無責固執反応  
13 
 




象者が全員 15歳以下であったことから、P-Fスタディ児童用第Ⅲ版を用いた。  
 満田ほか（ 2009）は、発達障害を持つ児童の P-F スタディの結果から、描
かれた絵画の場面を読み違えやすい特徴があることを報告している。そのため、
今回の調査では P-F スタディの絵画を 1 枚ずつに切り離し、各場面を説明する
教示を絵画の上に表示した（例：場面 1＜お母さんが  あなたに「おかしは  兄
さんに  あげたから  もう  一つも  ありませんよ。」と  言っています。あな




場面でのアサーションとの比較を目的としたため、PF スタディの 24 場面中半
分の 12 場面ずつに分け、 2 部構成とした（表 5）。教示として＜第 1 部  今か
ら  出てくる  絵は  学校や  家での  様子です。  あなたが  言うと思う言
葉を  書いてください。＞＜第 2 部  今から  出てくる  絵は  サンデ・アル
デでの  様子です。  あなたが  言うと思う言葉を  書いてください。＞を質
問紙内に提示し、また口頭でも伝えた。  
 
表 5 P-F スタディ場面設定内訳  
第１部  日常場面  第２部  サンデ・アルデ場面  
調査用  P-F 調査用  P-F 調査用  P-F 調査用  P-F 
1 1 7 17 13 2 19 12 
2 3 8 19 14 4 20 14 
3 5 9 21 15 6 21 15 
4 10 10 22 16 7 22 16 
5 11 11 23 17 8 23 18 
6 13 12 24 18 9 24 20 
 
５．  結果と考察  
 各数値の分析には、統計ソフト SPSS Statist ic20 を用いた。  
 
友人に関するアンケート  











られた。得られた合計回答数は 36 個で、その幅は 1 個から 4 個であった。好




表 6 友人を好きな理由と分類  


































重複する回答を含めつながり重視傾向に 7 項目、自己利益重視傾向に 18 項目
が分類された（表 6）。  
友人を嫌いな理由に関してもアンケートを実施した被検者全員から回答が得
られた。得られた合計回答数は 24 個であり、その幅は 1 個から 3 個であった。
嫌いな友人の氏名記入欄には 2 名が実名、 6 名がイニシャルを記入し、 1 名は
アニメのキャラクターを記入し、 1 名は「あまりいない」と記入があった。ま
た嫌いな友人がいないと記入した回答者が 4 名であった。「あまりいない」と  
 



























































1 -.568* .403 -.338 
自己利益  
重視傾向  
 1 -.014 .440 
つながり  
欲求傾向  








P-F スタディの各反応については、臨床経験 25 年以上を有する臨床心理士
に依頼し、調査者と共に評価をしてもらった。  
 
（１）  先行研究との比較  
 他の PDD 児との共通の特徴について検討するため、満田ほか（ 2009）の研
究で対象とされた、NPO 法人アスペ・エルデの会に所属する PDD の診断を受
けた 34 名（小学 3 年生～小学 5 年生：男児 31 名、女児 3 名）のデータとの
比較を行った（表 9）。  
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 表 9 アスぺ・エルデとサンデ・アルデ  評定値の比較  
 アスペ・エルデ PDD 群 (n=34) サンデ・アルデ PDD 群 (n=14) 
M SD Me M SD Me 
GCR% 42.81 17.38 44 44.80 6.95 44.4 
E% 3.25 4.21 2 1.61 2.30 0 
I% 3.47 3.99 1 3.38 3.31 3.05 
E+I% 6.63 5.49 5 5.62 4.98 5.15 
E-E% 21.16 17.20 17 16.71 12.34 17.65 
I-I% 11.41 8.77 13 14.19 7.27 13.1 
(M-A)+I% 25.53 13.20 26 37.15 8.25 38.5 
E-A% 54.41 19.24 50 30.04 13.95 29.1 
I-A% 23.66 11.04 25 25.35 9.10 25 
M-A% 22.03 11.80 20 34.19 8.15 35.4 
O-D% 28.84 9.93 33 18.05 9.04 16.2 
E-D% 43.56 10.57 42 43.72 18.13 44.75 
N-P% 27.56 10.33 26 26.59 13.39 22.9 














に所属する PDD 群で高い傾向がみられ、また (M-A)+I%、M-A%ではサンデ・




































１４ 名 と 少な い こ とか ら 、 確認 の た めに ノ ン パラ メ ト リッ ク 検 定で あ る
Wilcoxon 検定を行った。その結果果 E%において z=2.214(p<.05)、E-A%にお
い て z=2.190(p<.05)、 O-D%に お い て z=2.788(p<.01)、 N-P%に お い て
z=3.081(p<.01)の有意差が検出された（表 10）。  
また両検定で GCR%において t(13)=2.218(p=.053)、 z=1.852(p=.064)の優
位傾向が検出された。  
E%で は 、 日 常 場 面 （ M=0.00,SD=0.00） に 比 べ サ ン デ ・ ア ル デ 場 面
（M=3.26,SD=4.66）の得点が有意に高かった。同年代の定型発達児の E%の平




日常において PDD 児は責任から逃れることができず受け身的になっている可  
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表 10 日常場面とサンデ・アルデ場面の得点と平均値の比較  
 
P-F 日常場面  P-F サンデ・アルデ場面  
W-test  t-test  
M SD Me M SD Me 
GCR% 51.48 12.88 50.00 39.73 12.02 41.00 1.852✝  2 .218☨  
E% 0.00 0.00 0.00 3.26 4.66 0.00 2.214* 2.619* 
I% 4.43 5.00 4.10 2.37 4.22 0.00 n.s .  n.s .  
E+I% 4.43 5.00 4.10 5.63 6.83 4.15 n.s .  n.s .  
E-E% 14.43 14.19 16.60 19.02 14.41 16.60 n.s .  n.s .  
I- I% 14.43 8.57 15.80 13.94 7.94 14.55 n.s .  n.s .  
(M-A)+I% 38.36 10.10 39.55 36.27 9.45 37.50 n.s .  n.s .  
E-A% 25.92 14.86 25.00 34.19 15.16 33.30 2.190* 2.771* 
I-A% 26.32 10.85 27.05 21.07 8.26 20.80 n.s .  n.s .  
M-A% 34.49 10.77 33.30 33.90 9.37 35.40 n.s .  n.s .  
O-D% 11.45 10.54 8.30 24.65 12.17 20.80 2.788** 3.569** 
E-D% 40.21 21.54 43.7 47.29 18.01 43.70 n.s .  n.s .  
N-P% 35.68 18.48 33.30 17.22 11.42 14.55 3.081** 4.486** 
∑U% 12.18 18.21 6.20 9.80 16.46 6.20 n.s .  n.s .  




























（ 3）対大人場面と対子ども場面の比較  




サンプルの t 検定を行った結果、E%において t(13)=2.621(p<.01)、E-E%にお
いて t(13)=4.542(p<.01)、(M-A)+I%において t(13)=4.310(p<.01)、E-A%に
おいて t(13)=6.429(p<.01)、 I-A%において t(13)=3.421(p<.01)、M-A%にお
いて t(13)=4.327(p<.01)、O-D%において t(13)=2.316(p<.05)、E-D%におい
て t(13)=3.172(p<.01)の有意な差が見られた。また Wilcoxon 検定の結果から
も、E%において z=2.121(p<.01)、E-E%において z=2.826(p<.01)、(M-A)+I%
において z=2.920(p<.01)、 E-A%において z=3.180(p<.01)、 I-A%において
z = 2 . 612 ( p< . 01 )、 M -A %に お い て z =2 . 953 ( p < . 01 )、 E -D %に お い て z=
2.417(p<.05)の有意な差が確認された。また O-D%の平均値の差において優位
傾向が確認された z=1.854(p=.064)。  
 
表 11 対大人場面と対子ども場面の比較  
 
対大人場面 (14) 対子ども場面 (10) 
W-test  t-test  
M SD Me M SD Me 
GCR% 46.75 10.15 50 38.77 16.02 32.14  n.s n.s. 
E% 0.00 0.00 0.00 4.36 6.23 0.00  2.121* 2.621* 
I% 3.09 2.76 3.33 3.17 4.73 0.00  n.s n.s. 
E+I% 3.09 2.76 3.33 7.54 8.32 5.55  n.s n.s. 
E-E% 7.54 9.38 1.67 32.54 23.45 36.11  2.826** 4.542** 
I-I% 15.63 8.58 13.33 11.10 8.43 11.11  n.s n.s. 
(M-A)+I% 41.66 10.02 41.67 28.16 9.61 27.77  2.920** 4.310** 
E-A% 18.41 15.42 16.66 50.78 19.71 55.55  3.180** 6.429** 
I-A% 27.54 10.42 31.67 16.26 7.04 13.88  2.612** 3.421** 
M-A% 38.57 10.99 35.00 24.99 9.68 24.99  2.953** 4.327** 
O-D% 19.68 12.08 19.43 12.69 9.09 11.11  1.854✝  2.316* 
E-D% 36.98 17.90 33.33 56.74 25.70 61.10  2.417* 3.172** 
N-P% 28.33 14.36 26.66 22.61 15.47 19.44  n.s n.s. 
∑U% 14.28 18.08 6.66 7.94 15.36 0.00  n.s n.s. 









 E-E% で は 、 対 大 人 場 面 （ M=7.54,SD=9.38 ） が 対 子 ど も 場 面
（M=32.54,SD=23.45）と比べて得点が低かった。同年代の定型発達児の E-E%





 (M-A)+I%で は 、 対 大 人 場 面 （ M=41.66,SD=10.02） が 対 子 ど も 場 面
（ M=28.16,SD=9.61） と 比 べ て 得 点 が 高 か っ た 。 同 年 代 の 定 型 発 達 児 の
(M-A)+I%の平均値は 32 から 36 なので、対大人場面の得点がやや高いことが
示唆される。 (M-A)+I%は自他弁護反応と考えられるので、PDD 児が大人との
やり取りの中で障害自体を回避しようとする傾向が伺える。  
 E-A% で は 、 対 大 人 場 面 （ M=18.41,SD=15.42 ） が 対 子 ど も 場 面
（M=50.78,SD=19.71）と比べて得点が低かった。同年代の定型発達児の E-A%
の平均は 41 から 47 なので、対大人場面の得点が低く対子ども場面の得点がや
や高いことが示唆される。E-A%は他者への攻撃性を示すので、PDD 児が大人
に対して攻撃性を向けにくいことが伺える。  
 I-A% で は 、 対 大 人 場 面 （ M=27.54,SD=10.42 ） が 対 子 ど も 場 面
（M=16.26,SD=7.04）と比べて得点が高かった。同年代の定型発達児の I-A%
の平均値は 25 から 31 なので、対子ども場面の得点が低いことが示唆される。
I-A%は自身への攻撃性の向けやすさを示すので、PDD 児が対子ども場面にお
いて自身を責める傾向が低いことが伺える。  
 M-A% で は 、 対 大 人 場 面 （ M=38.57,SD=10.99 ） が 対 子 ど も 場 面
（M=24.99,SD=9.68）と比べて得点が高かった。同年代の定型発達児の M-A%
の平均値は 26 から 30なので、対大人場面の得点がやや高いことが示唆される。
M-A%は誰にも攻撃性が向かないことを示すので、PDD 児は対大人場面におい
て誰も責めない傾向にあることが伺える。  
 O-D% で は 、 対 大 人 場 面 （ M=19.68,SD=12.08 ） が 対 子 ど も 場 面
（M=12.69,SD=9.09）と比べて得点が高かった。同年代の定型発達児の O-D%







 E-D% で は 、 対 大 人 場 面 （ M=36.98,SD=17.90 ） が 対 子 ど も 場 面
（M=56.74,SD=25.70）と比べ低かった。同年代の定型発達児の E-D%の平均





（ 4）GCR%について  
 アスペ・エルデ PDD 群の得点との比較において同程度の得点が見られたこ





















（ 5）U 反応  
①  分類について  
 U 反応とは Unscorable（スコア不可能）反応のことであり、本調査では満
田ほか（ 2009）の U 反応分類を参考にした。また P-F スタディで通常に U 反
応として処理される反応については「通常 U 反応」として分類した（表 12）。  
アスペ・エルデ PDD 群と比較するため、両群の U 反応各下位分類の反応数
を U 反応全体におけるパーセンテージとして計算した（表 13）。通常 U 反応は
最も多く検出されたが、個人の U 反応数から ID6 が 9 か所、 ID13 が 10 か所
で通常 U 反応を示していることから、個人の要因が大きいことが示唆された。 
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表 12 満田ほか（ 2009）による U 反応の下位分類と通常 U 反応  





















































表 13 U 反応の分類結果とアスペ・エルデ PDD 群との比較  
分類名  反応数  アスペ・エルデ（％） サンデ・アルデ（％）  
単純了解反応  10 51.26 52.63 
場面理解失敗反応  3 21.00 10.52 
説明不足反応  1 10.08 5.26 
意味不明反応  6 17.64 31.57 
通常 U 反応  21   




















②  場面別の出現率  
 場面ごとの U 反応数を見てみると、日常場面 6、サンデ・アルデ場面 20 で 4 
 
表 14 場面別 U 反応の下位分類出現率  
日常場面  
/  






10 11 12 
単純理解反応  2 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
場面理解失敗反応  0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 
説明不足反応  0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
意味不明反応  0 1 0 1 0 2 1 0 0 0 0 0 
通常 U 反応  1 0 1 2 0 2 0 1 0 2 1 0 
合計  3 3 3 3 1 4 1 2 0 2 1 0 
サンデ・アルデ場面  
/  










20 21 22 23 24 
単純理解反応  0 1 0 0 1 0 0 0 1 2 0 0 
場面理解失敗反応  0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 
説明不足反応  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
意味不明反応  0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 
通常 U 反応  0 1 1 1 0 1 1 3 0 0 2 1 
合計  0 2 1 1 1 1 1 4 1 3 2 1 
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個、日常場面 1、 2、 3、 4、サンデ・アルデ場面 22 で 3 個の U 反応が見られ
た（表 14）。これらの項目は満田ほか（ 2009）でも U 反応出現率の高さが確認
されており、出現の頻度が場面に依存していることが指摘されている。   
日常場面 1 は母が兄にお菓子を全て与えてしまったため自身の分がなかった
場面、日常場面 2 は授業中に喋っていたため先生に叱られて居残りをさせられ











もらえなかった場面である日常場面 3 や日常場面 4、サンデ・アルデ場面 20
などは PDD 児が日常的に体験することが少ないと考えられ、状況を推測する
ことが困難であった可能性がある。  
 日常場面 9、 12、サンデ・アルデ場面 13 では U 反応が見られなかった。日









③   P-F スタディとの関連  
 全 U 反応%と P-F スタディの各得点との相関を求めたところ、E-A%との間
に r=-.611(p<.05) 、 I-A% と の 間 に r=-.537(p<.05) 、 E-D% と の 間 に
r=-.692(p<.05)、E+I%との間に r=-.560(p<.05)の有意な関連が見られた。  
 各場面別 E-A%と各場面別 U%では、P-F スタディ全体の U 反応、サンデ・
アルデ場面の U 反応、対子ども場面の U 反応との間に有意あるいは有意な傾向
を持つ負の関連が見られた。このことから、フラストレーション場面で他者攻
撃的な表現を多く示す PDD 児は U 反応を示しにくいと考えられる。また U 反





 各場面別 I-A%と各場面別 U%では、P-F スタディ全体の U 反応、日常場面
の U 反応、対大人場面の U 反応と、P-F スタディ全体の I-A%、日常場面の I-A%、
対大人場面の I-A%との間に有意な負の関連が見られた。このことから、日常
場面や大人とのフラストレーション場面で自責的な表現を多く示す PDD 児は
U 反応を示しにくいと考えられる。  
 各場面別 E-D%と各場面別 U%では、ほぼ全ての数値間に有意な負の相関が




反応の下位分類との関連において通常 U 反応との間に r=-.620(p<.05)の有意
な関連が見られたことから、特に通常 U 反応においてその傾向が強いことが考
えられる。  
各場面別 E＋ I%と各場面別 U%では特に有意な関連は見られなかったが、サ
ンデ・アルデ場面と対子ども場面の E＋ I%と各 U％との間にやや関連があるこ
とが示唆された。このことから、サンデ・アルデ場面や子どもとのやり取りに





U 反応と GCR%との相関を求めたところ、超自我阻害場面と P-F スタディ全












（ 6）友人に関するアンケートとの関連  
 PDD 児の対人関係の捉え方と対人フラストレーション時のアサーション
傾向との関連を調べるため、友人を好きな理由・嫌いな理由それぞれの下位分















①   友人を好きな理由「つながり重視傾向」について  





②   友人を好きな理由「自己利益重視傾向」について  
 自己利益重視傾向と P-F スタディ全体の E%との間に r=.593(p<.05)、E+I%
との間に、r=.566(p<.05)、サンデ・アルデ場面の E%との間に r=.594(p<.05) 、







③   友人を嫌いな理由「つながり欲求傾向」について  
 つながり欲求傾向とサンデ・アルデ場面の N-P%との間に r=.571(p<.05)、  






④   友人を嫌いな理由「言語化不全・非本質的判断傾向」について  
 言語化不全・非本質的判断傾向と P-F スタディ全体の GCR%との間に












６．  総合考察  






















































































１．  目的  
 サンデ・アルデの集団療育における子ども達のアサーション行動を評価し、
P-F スタディとの比較検討を行うことを目的とした。  
 





３．  調査日程・方法  
 2011 年 8 月 7 日の療育活動終了後に、サンデ・アルデの子どもを担当して
いるセラピストにのみ質問紙を配布し、各自記入してもらった。  
 
４．  調査内容  
 蔭山（ 2009）の学生用アサーション行動尺度の 35 項目の内、10 項目につい
て子ども達の日常生活やサンデ・アルデでの活動に沿うよう修正をした（表 15）。
評定は「当てはまる（ 4）」「どちらかといえば当てはまる（ 3）」「どちらかとい
えば当てはまらない（ 2）」「当てはまらない（ 1）」の 4 件法を設定した。回答
者には当てはまるもの 1 つにだけ印をつけてもらうよう依頼した。教示として、
回答者が普段の療育活動で担当している子どものサンデ・アルデにおける行動
について、当てはまるもの 1 つにだけ印をつけてもらうよう依頼した。  
 
表 15 修正を加えた項目  
























































５．  結果  
（１）  Th によるアサーション行動評価  
 蔭山（ 2009）では、対象が平均年齢 20.45 歳の大学生であり、調査方法とし
て大学生自身に評価を求めるものであった。本調査では Th が平均年齢 12.29
歳の PDD 児の行動を評価したため、各下位尺度の内的整合性検証するため
Cronbach のアルファ係数を求めた（表 16）。その結果、各下位尺度でα＝ .80
以上の信頼性が得られた。  
 AG の平均値は M=40.29（ SD=11.78）、NA の平均値は M=20.21(SD=7.70、
AS の平均値は M=19.78（SD=6.41）であった。下位尺度同士の相関を求めた
ところ、AG と NA との間に r=-.575(p<.05)の関連が見られた。また有意では
ないものの AG と AS に正の相関、AS と NA に負の相関が見られた。これらの
ことから、AG と AS では自身の意思を相手に伝えることができている点におい
て関連が見られ、NA では自身の意思を相手に伝えられていないという点にお
いて AG・AS と関連が見られたと考えられる。  
 
表 16 Th による各下位尺度の評価平均点と相関、信頼性係数  
    Pearson の相関係数  
 α係数  M SD AG NA AS 
AG .908 40.29 11.78 1 -.575* .360 
NA .911 20.21 7.70  1 -.394 
AS .893 19.78 6.41   1 
*… p<.05 
 




表 17 友人関係と Th によるアサーション行動評価得点の相関  
 AG NA AS 
つながり重視傾向  .401 .242 -.049 
自己利益重視傾向  -.145 -.155 .259 
つながり欲求傾向  .276 .133 .233 
言語化不全・  
非本質的判断傾向  
-.275 .374 -.013 
 
（３）  P-F スタディとの関連  
 サンデ・アルデ場面を設定した P-F スタディの各数値との相関を求めたとこ
ろ、NA と E-A%の間に r=-.594(p<.05)、E-E%の間に r=-.628(p<.05)の関連
が見られた。U 反応に関してサンデ・アルデの平均値と NA との間の関連に
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r=.525(p=.054)の 有 意 な 傾 向 が 見 ら れ 、 対 子 ど も 場 面 の 平 均 値 と の 間 に
r=.656(p<.05)の有意な関連が見られた（表 18）。また U 反応の下位分類であ
る通常 U 反応との間に r=.504(p=.066)の正の相関が見られ、他の下位分類と
の間では負の相関が見られた（表 19）。  
 




表 19 Th によるアサーション行動評価と U 反応の相関  
 
 
６．  考察  
 アサーション行動評価尺度の各下位尺度の平均値から、Th が評価したサン












AG で E-A%、E-E%との間に中程度の正の相関、 I-A%との間に中程度の負
の相関が見られた。いずれも r=± .500 以下なので信頼性は得られないが、Th
はフラストレーション発生時の PDD 児が、自身に責任を向けることをせず相
手を責めるな発言をすることを攻撃的と評価している可能性が伺える。また同









されることがと考えられ、Th が注意をした際 Th に対し反論する様子が攻撃的

















１．  目的  
 7 月に実施した P-F スタディの各反応得点と、他者に評価される PDD 児の
日常生活場面でのアサーション行動を比較検討することを目的とした。  
 
２．  対象  
 療育活動サンデ・アルデに参加する子ども達の保護者（以下 Mo）24 名に依
頼した。分析には、 7 月に P-F スタディを実施した PDD 児の保護者による評
定のみを用いた。ただし 12 月に療育の活動場へ来場していた保護者にのみ実




３．  調査日程・方法  
 2011 年 12 月 11 日の療育活動終了後、アンケートを一斉配布し各自回答を
求めた。アンケートの実施は母親グループのセラピストに依頼した。  
 
４．  調査内容  
 蔭山（ 2009）の学生用アサーション行動尺度の 35 項目の内、 2 項目につい
て子ども達の日常生活に沿うよう修正を加えた（表 19）。評定は「当てはまる
（ 4）」「どちらかといえば当てはまる（ 3）」「どちらかといえば当てはまらない




表 19 修正を加えた項目  














５．  結果  
（１）  Mo によるアサーション行動評価  
 Th に行ったアンケートと同様に、各下位尺度の内的整合性を検証するため、
Cronbach のアルファ係数を求めた。その結果、各下位尺度でα＝ .80 以上の信
頼性が得られた。  
 AG の平均値は M=30.91（SD=9.49）、NA の平均値は M=27.09（SD=6.53）、
AS の平均値は M=17.18（SD=4.62）であった。下位尺度同士の相関を求めた
ところ、AG と AS との間に r=.782(p<.01)、NA と AS との間に r=-.699(p<.05)
の関連が見られた。また AG と NA と関連について r=-.600(p=.051)の有意な
37 
 
傾向が見られた（表 20）。  
 
表 20 Mo による各下位尺度の評価平均点と相関、信頼性係数  
    Pearson の相関係数  
 α係数  M SD AG NA AS 
AG .933 30.90 9.49 1 -.600✝  .782** 
NA .895 27.09 6.53  1 -.699* 
AS .832 17.18 4.62   1 
*… p<.05  **… p<.01  ✝… p=.051 
 
（２）  Th によるアサーション行動評価得点との関連  
 8 月に実施した、Th による PDD 児のサンデ・アルデ活動内でのアサーショ
ン行動評価得点との相関を求めた（表 21）。その結果、Th 評価の AG と Mo 評
価の AS との間に r=.722(p<.05)、Th 評価の NA と Mo 評価の AS との間に
r=-.687(p<.05)、Th 評価の AS と Mo 評価の AG との間に r=.612(p<.05)の関
連が見られた。  
 
表 21 Th 評価得点と Mo 評価得点の相関  
n=11 Mo 評価 AG Mo 評価 NA Mo 評価 AS 
Th 評価 AG .468 -.571 .722* 
Th 評価 NA -.322 .427 -.687* 
Th 評価 AS .612* -.136 .533 
*… p<.05 
 
 Th による評価得点と Mo による評価得点の間の平均の差を対応のあるサン
プルの t 検定を行い比較したところ、 AG で t(10)=3.123(p<.05)、 NA で
t(10)=3.487(p<.05)の有意な差が見られた。また Wilcoxon 検定を行ったとこ
ろ AG で z=2.491、NA で z=2.447(p<.05)の有意な差が確認された（表 22）。  
 
表 22 各アサーション行動評価平均点の差の検定  
 Th による評価  Mo による評価  
W-test t-test 
M SD Me M SD Me 
AG 40.29 11.78 36.00 30.90 9.49 31.00 2.491* 3.123* 
NA 20.21 7.70 1850 27.09 6.53 27.00 2.447* 3.484** 
AS 19.78 6.41 21.50 17.18 4.62 18.00 n.s. n.s.  










表 23 Mo によるアサーション行動評価と友人に関するアンケートとの相関  
 AG NA AS 
つながり重視傾向  -.195 .221 -.190 
自己利益重視傾向  .129 .083 .282 
つながり欲求傾向  .461 -.006 .350 
言語化不全・  
非本質的判断傾向  
-.036 -.004 -.218 
 
（４）  P-F スタディとの関連  
 日常場面として設定した P-F スタディの各数値との相関を求めたところ、
AG と M-A%の間に r=-.681(p<.05)、  (M-A)+I%との間に r=-.675(p<.05)、
AS と M-A%との間に r=-.733(p<.05)、 I%との間に r=.653(p<.05)、E+I%と
の間に r=.653(p<.05)の関連が見られた（表 24）。  
 




６．  考察  
 アサーション行動尺度の各下位尺度の平均値から、Mo が評価した日常生活







で中程度の正の相関が見られた。このことは Th が評価した PDD 児のアサーシ
ョン行動と Moが評価した PDD児のアサーション行動の方向性が同じであった
ことを示していると考えられる。  
 Mo が評価した AG と AS の間に有意な相関が見られることから、Mo は相手
に対して攻撃的な表現であっても自身の意思を表現したアサーションであると
評価したことが伺える。このことは、Th が評価した AG と Mo が評価した AS
との間、また Th が評価した AS と Mo が評価した AG との間に相関がみられた
ことからも同様に考えられる。これらのことから、PDD 児の自己表現には周囲
からは攻撃的であるとして評価される表現が多い可能性がある。  
 P-F スタディの各得点との関連から、日常生活で見られる PDD 児のアサー
ション行動のうち Mo が AG と評価する行動は、障害が生じた場合においては
責任の所在を明らかにしようとする表現として現れ、特に子どもとのやり取り
においてはその責任を相手に向けようとすることが伺える。  
また Mo に AS と評価される行動は、障害が生じた責任の所在を明らかにし
ようとし、自身にその責任がある場合には何故その障害が生じたのかを説明す
る表現として現れることが伺える。  






























１．  研究の概要  











２．  PDD 児のアサーションについて  



































AG と AS の間に正の相関が見られた。このことからセラピストや母親が PDD
児のアサーションについて、アグレッシブな言動であったとしても相手に自身
の意思を伝えているという点において、適切ではないにせよ適応的なアサーシ



















































４．  PDD 児の対人フラストレーション時の対応  
 本研究では療育活動サンデ・アルデに参加している PDD 児の対人フラスト
レーション場面におけるアサーションの特徴を調査するため P-F スタディを




満田ほか（ 2009）は、NPO 法人アスペ・エルデの会所属の PDD 児を対象と
した研究において、先行研究で PDD 児の P-F スタディの特徴として述べられ
た GCR%の低さ、他責的反応の多さ、無責的反応や自責的反応の低さ、U 反応
の多さなどを確認し、さらに障害優位反応の多さについても確認している。調
査Ⅰで述べたように、本研究での P-F スタディの結果からも他の PDD 児との

























５．  仲間作りのための支援  





























ョンの型の発達に関して O-D%から N-P%へ移行し、最終的に E-D%へ発展す
るという段階を唱えている（秦、 2007）。このことから考えると、障害を避け
る傾向を示す PDD 児に対しては O-D%で表現される障害自体に注目する反応
を増やすことで、相手に要求を伝える反応を増やすことができるかもしれない。 










































 また今回の研究では PDD 児のアサーションを「言い訳・説明反応」である
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的判断傾向」では GCR%や N-P%が低いことが示唆された。  
研究Ⅱ・Ⅲでは、彼らのアサーションを客観的に評価するため、彼らの保護
者と療育活動に参加するセラピストを対象にアサーション行動評価尺度を実施
した。その結果 AG と AS との間に正の相関が、AG・AS と NA との間に負の
相関が見られた。また P-F スタディ反応との関連において AG と対子ども場面
の GCR%、AS と対大人場面の E+I%・対子ども場面の GCR%の間に正の相関
が見られた。  
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